













































































































































































































る「学習過程研究 1. I (1年)J、協f動的な
学習と成長を組織的に支える視点・方法を学
ぶ「学習過程研究m.IV(2年)J、実践コミュ
ニテイのマネジメントとスタッフの力量形成
を学ぶ「組織学習研究 I'II(3年)Jとい
う構成になっており、学生が長期に継続して
実践を展開すること、すなわち複数年にわた
る学生にとっての時間軸が、カリキュラム上
位置づけられている。明治大学の「登戸探求
プロジェクト」は 1-4年の聞で1年間だけ
6 エテイエンヌ・ウェンガーほか『コミュニティ・オプ・プラクテイスJ掬泳社2002年
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履修できる科目であり、 2年以上の参加は自
主参加である。このように、実践の継続を学
生の自発性だけに依拠するカリキュラムと
なっていたために、継続的・主体的な学生の
取り組みを難しくしていたのである。
福井のカリキュヲムはOECDのDeSeCo
プロジェクトにおける「キー・コンビテン
シー」概念にもとづく、能力概念の再定義と
評価の転換を見定め、「奥ゴース(教科)・異
学年のナナメの関係を多様に確保し、異質な
人々からなる集団で協働して省察的な探求を
重ねる構造をより厚くするJ7ための枠組み
である。こうした枠組みに加えて、福井では
学生に対する「省察の強制」に陥らないため
に、教員が複数で協働する構造を作っている。
教員が一人で少人数の学生に対応すると、教
員の視点が絶対化し学生の思考の自由を奪う
ことが起こりうる O これにたいして、教員が
チームで大人数のクラスターを担当すること
により、教員の意見が相対化され、学生は自
律的に判断することを繰り返す。
福井はカリキュラム上、また教員配置上、
綴密に構造化された工夫と思われるのだが、
担当教員の現実からは次のような言葉が示さ
れる。「こうして、『やらされJ感の強い過酷
な状況の中でありながら、よりましな省察を
行えるようにするための取り組みが進められ
ているJ8。新しい学生を迎え学年が進行し
ていくなかで、むしろ強い枠組みであるがゆ
えに、学生にとっては「やらされ」感につな
がってしまうことがあるのかもしれない。し
かしこうした現尖のなかでも「よりましな省
察」をめざして取り組みが重ねられている。
唯一の正解は存在しない。福井大学と明治
大学の条件の違いを吟味しつつ、「よりまし
な省察」を可能にする努力を続けたい。
「登戸探求プロジェクト」では学生も教員
も、ラウンドテーブルへの参加などをとおし
て、実践の「外部」との関係が重要であるこ
とを意識してきた。今回もまた、福井大学と
京都市の2つの施設を訪問し、子どもと大学
生(青少年)の活動についてインタビューで
きたととで、違いが意識され、また共通する
問題立識にも気づいた。実践の外側の実践と
の交流が、さらなる省察の広がりを可能にし
たと考えている。
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